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６月１日、県立置賜農業高等学校の所有田で、小松小学校の5年生44人が、置賜
農業高校の生徒の指導のもと、コシヒカリの手植えを行いました。小松小の児童
たちは、田んぼに足を取られながらも、終始笑顔で植え付けを行いました。
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おいしいお米に
育ってね！
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今
年
、
川
西
町
が
誕
生
し
て
60
周
年
を
迎
え
ま
す
！

  

川
西
町
誕
生
60
周
年
記
念

  

ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
60
周
年
記
念
事
業
を
実
施
す

る
に
あ
た
り
、
左
記
の
ロ
ゴ
を
作
成
し
ま

し
た
。

　
60
周
年
と
、町
の
花
で
あ
る
「
ダ
リ
ヤ
」

を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
ま
す
。

　
ロ
ゴ
は
そ
れ
ぞ
れ
縦
、
横
の
２
種
類
に

ピ
ン
ク
・
オ
レ
ン
ジ
・
黒
・
白
の
４
色
が

あ
り
、
今
月
号
の
町
報
か
ら
、
表
紙
に
縦

ロ
ゴ
の
ピ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　川
西
町
誕
生
60
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

　
記
念
事
業
と
し
て
次
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
改
め
て
周
知
し

ま
す
が
、
今
回
は
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

事業名 期　日 会　場 主な内容
ラジオ公開
収録

8 月 20 日㈭ 川西町フレン
ドリープラザ

 ・ＮＨＫラジオ番組「民謡を
　たずねて」の公開収録

川西町誕生 60
周年記念式典

9 月 6 日㈰ 川西町フレン
ドリープラザ

 ・記念功労者や記念作文優秀
　賞の表彰など

国際ダリア
サ ミ ッ ト in 
かわにし

9 月 25 日㈮
   ～ 28 日㈪

川西ダリヤ園
川西町フレン
ドリープラザ
ほか

 ・ダリアの魅力についての
　講演会とパネルディスカッ
　ション（25 日）
 ・假屋崎省吾トーク＆
　アレンジショー（26 日）

川西町女性
議会

11 月 22 日㈰ 町役場議場  ・女性による町政への提言を
　議会形式で実施

　
昭
和
30
年
に
１
町
５
村
（
小
松
町
、
大
塚
村
、
犬
川
村
、
中
郡
村
、
玉
庭
村
、
吉
島
村
）
の
合
併
に
よ
り
川
西
町
が
誕
生
し
て
か
ら
、
今
年
で
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
人
生
に
例
え
れ
ば
還
暦
と
な
る
こ
の
節
目
に
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
機
運
を
高
め
る
た
め
に
記
念
事
業
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

事業名 主な内容

「平成のあゆみ」発刊  ・平成元年からの四半世紀を中心に、本町
　 教育の変遷を中心に編集し、発刊

「川西町の校歌集」ＣＤ作成  ・町内保育所から高校までの校歌集ＣＤの
　作成（廃校した学校も含む）

町民参画推進事業  ・60 周年記念作文募集、表彰
 ・60 周年記念まちづくり推進事業への支援

 

校
歌
集
作
成
に
ご
協
力
を
！

　「
川
西
町
の
校
歌
集
」
Ｃ
Ｄ
作
成
に
あ
た
り
、
そ
の

歌
い
手
と
し
て
、
各
校
の
卒
業
生
に
ご
協
力
い
た
だ
き

な
が
ら
、
校
歌
を
録
音
す
る
予
定
で
す
。

　
す
で
に
廃
校
に
な
っ
た
次
の
８
校
の
卒
業
生
、
ゆ
か

り
の
あ
る
方
は
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

①
大
塚
中
学
校

②
新
山
中
学
校
（
旧
川
西
中
学
校
）

③
中
郡
中
学
校

④
吉
島
中
学
校

⑤
玉
庭
中
学
校

⑥
川
西
第
一
中
学
校

⑦
川
西
第
二
中
学
校

⑧
朴
沢
小
学
校

　
な
お
、
具
体
的
な
日
時
や
参
加
方
法
に
つ
い
て
は
、

町
報
７
月
号
に
て
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

 

60
周
年
記
念
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

　
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
的
と
し
て
「
川
西
町
誕
生

60
周
年
記
念
」
を
冠
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
町
総
務
課
行
政
管
理
グ
ル
ー
プ
　
☎
42
ー
６
６
１
０

町報かわにし　2平成２７年６月１５日

　
開
催
ま
で
２
カ
月
を
き
り
、
実
行
委
員
会
の
準
備
も
本
格
化
。

ス
テ
ー
ジ
や
売
店
、
花
火
な
ど
今
年
も
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

で
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

問
川
西
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
町
ま
ち
づ
く
り
課
内
） 

☎
42

－

６
６
６
８

vol. １

 記念花火を打ち上げませんか！
　花火の受付が始まりました。ひと口３, ０００円からで「○○ちゃん誕
生おめでとう！」「○○さん、これからもお元気で！」などコメントをつ
けることができます。ご家族やご友人との合同での申し込みもできます。
　なお、事業者の方には担当者が案内に伺います。ぜひご協力ください。
　❖ 申込方法　　申込書と金額を添えて各地区交流センターまたは町

まちづくり課にお申込みください。
　　　　　　　　（申込書は、各地区交流センター、町まちづくり課に

備え付けているほか、町ホームページからもダウン
ロードできます。）

　❖ 申込期限　　７月２２日㈬

 各地区発無料送迎バス運行
　会場へは各地区発の無料送迎バスが運行されます。
　バスの運行や交通規制についての詳細は８月に配布するパンフレット
でお知らせします。

 「川西音頭」や「ダリヤ音頭」を踊ろう！
　まつり当日、グループや友達同士で川西音頭
やダリヤ音頭を一緒に踊りませんか？
　川西音頭につきましては、7 月下旬に練習会を
開催します。気軽に実行委員会事務局までお問
い合わせください！

情報

川
西
夏
ま
つ
り
情
報
　V

ol.1

　

８
月
９
日
㈰  

午
後
３
時
～
午
後
９
時

※
ま
つ
り
当
日
、
会
場
周
辺
は
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
の
で

　ご
留
意
く
だ
さ
い
。

フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
及
び

Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
本
店
周
辺
で
開
催

 かわにしマルシェ出店者募集！　
【売店運営部事務局（町産業振興課）☎４２－６６９６】
　夏まつり会場において飲食や物産の販売など来場された方が
楽しめる売店「かわにしマルシェ」の出店者を募集します。
　❖ 日　　時　　８月９日㈰　午後 3 時～ 9 時
　❖ 場　　所　　町フレンドリープラザ南側駐車場周辺
　❖ 出店者の条件  次の条件等を満たす団体・個人
　　①川西町内に住所又は店舗を有すること
      ②臨時飲食店営業許可をはじめ、出店に必要な許可・届出については、各出店者において

許可を受けること。申請に係る費用は出店者負担とする。
　　③主催者が開催する出店説明会、食品衛生研修会のいずれにも参加できること
　　④出店募集要項および関係法令を遵守できること
　　⑤暴力団等、反社会的組織と関係がないこと
　❖ 出 店 料　　販売総額の５％（１００円未満切り捨て）　

※販売総額の 5％が１, ０００円未満の場合
は１, ０００円

　❖ 出店スペース  １店舗あたり２区画まで申込み可
　※１区画基本設備（テント：横２．７ｍ×縦３．６ｍ、長机・イス：各２、三方包囲）
　❖ 応募方法　　「出店申込書」および「誓約書」（町ホームページからダウンロード）を　

６月２６日㈮まで売店運営部事務局あて提出する。

　❖出店者説明会　　7 月  ３日㈮　午後７時から　中央公民館視聴覚室
　❖食品衛生研修会　7 月 16 日㈭　午後４時から　中央公民館視聴覚室

3　町報かわにし 平成２７年６月１５日



置賜公園ハーブガーデンフェア２０１５のご案内です

町報かわにし　4平成２７年６月１５日

問町産業振興課商工観光グループ ☎４２－６６４５

6 月 20日㈯～ 7月 12日㈰まで、
さまざまなワークショップをご用意しております。

5　町報かわにし 平成２７年６月１５日



一般会計歳入歳出予算額　　１００億9,795万円（前年度からの繰越分を含む）

町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
町
の
財
政
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
２
回
、
上
半
期
と
下
半
期
に
分
け
て
町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
び
は
、
平
成
２７
年
３
月
末
現
在
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
通
常
町
の
会
計
は
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
特
定
の
事
業
を
行
う
な
ど
独
立
性
を
も
っ
て
い
る
場
合
は
、
一
般
会

計
と
区
別
し
て
特
別
会
計
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
、
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
、
介
護
保

険
事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

　
本
町
に
は
こ
の
ほ
か
に
、
地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
く
水
道
事
業
を
含
め
る
と
、
全
部
で
７
つ
の
会
計
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

歳
　入

収入率８３．９％
収入済総額
８４億６，９１８万円
特 別 会 計 特定の事業を行うために、一般会計と区分して経理

する必要がある場合に設けられる会計のことです。〔 〕

公営企業会計
一般会計などと異なり民間企業に似た経理を行う会
計で、収益的収支と資本的収支に区分されています。〔 〕◆水道事業会計

平成２６年度下半期

平成２７年３月３１日現在

47億5,718万円

14億1,747万円
  2億1,300万円

１２億8,415万円
１4億　898万円

５億3,682万円
３億2,869万円

10億1,752万円
  8億3,864万円

48億1,781万円
地方交付税

（101．3％）

町　　　債
（15．０％）

町　　　税
（１０9．7％）

２億4,407万円
2億3,177万円

諸　収　入
（９5．0％）

県 支 出 金
（６1．2％）

8億4,074万円
6億3,029万円

国庫支出金
（75．0％）

そ　の　他
（82．4％）

予算額
収入・執行済額

（　　）内の％は予算額に対する
収入・執行済額の割合

区　　分 収　　入 支　　出 差し引き
収 益 的 収 支 ５億２３３万円 ５億９８０万円 △７４７万円
資 本 的 収 支 ８，９１６万円 ２億４，１２２万円 △１億５，２０６万円

区　　分 予算現額 収入済額 執行済額
国民健康保険事業 19 億 7,984 万円 15 億 8,567 万円 16 億 8,454 万円
下 水 道 事 業 ５億 6,279 万円 3 億 8,189 万円 5 億 2,979 万円
農業集落排水事業 8,677 万円 6,396 万円 7,648 万円
介 護 保 険 事 業 17 億 6,610 万円 16 億   587 万円 15 億 8,393 万円
後 期 高 齢 者 医 療 １億 5,704 万円 1億 5,355 万円 1億 5,108 万円

町報かわにし　6平成２７年６月１５日

一般会計歳入歳出予算額　　１００億9,795万円（前年度からの繰越分を含む）

固定資産税
6億 8,726 万円

町民税
5億 5,165 万円

たばこ税
　　　１億 1,919 万円

軽自動車税　4,789 万円 都市計画税　38万円

入湯税　261万円

特別土地保有税　０円

過疎債
33億 5,433 万円

土木債　7億 73万円

その他
３7億 645万円

教育債
12億 6,467 万円

県振興資金
8億 4,796 万円

減税補てん債　8,504 万円
農林水産業債　2億 4,177 万円

消防債　1,421 万円

災害復興債
1,384 万円

商工債
734万円

歳
　出

執行率89．0％
執行済総額

８９億９，１５７万円
基 金

公 有 財 産

※平成２６年９月末日現在高との比較

※平成２６年９月末日現在高との比較

各会計町債現在高
水道事業会計

２２億５，１７１万円
下水道事業会計

４０億１３６万円
農業集落排水事業会計

７億８３１万円

　町税のうち、都市計画税と入湯税は、特定の費
用に充てるために課される目的税です。本町では、
都市計画税は下水道事業特別会計へ繰出し、公共
下水道事業に使っています。また、入湯税は観光
施設の整備と観光振興の事業に使っています。

町債現在高

１０２億３，６３４万円

土　木　費
（85．1％）

農林水産業費
（82．6％）
そ　の　他
（79.０％）

11 億 1,840 万円
  9 億 9,266 万円

衛　生　費
（９7．3％）

17 億 2,096 万円
16 億 7,445 万円

民　生　費
（87．７％）

20 億 4,232 万円
17 億 9,199 万円

10 億 1,914 万円
10 億    901 万円

10 億 8,820 万円
9 億 2,577 万円

5 億 8,147 万円
 4 億 8,0２9 万円

11 億   785 万円
  8 億 7,536 万円

総　務　費
（８7．5％）

14 億 1,961 万円
12 億4,204 万円

教　育　費
（88．8％）

公　債　費
（９9．0％）

区　　分 平成２7年３月末現在高 増　　減
財 政 調 整 基 金 7億1,796万円 ６万円
町 債 管 理 基 金 2億４，４５７万円 １８２万円
国民健康保険給付基金 2億1,667万円 ２，６５３万円
川西町人材育成交流基金 ８，５１３万円 １，５０１万円
川西町起業支援基金 ８，５１３万円 １，５０１万円
川西町子育て支援基金 ８，０６３万円 １，５０１万円
土 地 開 発 基 金 ６，０１２万円 ０円
水と緑のふるさと基金 ２，０８８万円 １万円
スポーツ振興基金 １，１８９万円 ０円
長堀堰農業振興基金 ８３４万円 ０円
そ の 他 １億２，５７９万円 △４０８万円

区　　分 平成２7年３月末現在 増　　減
土 地 ７，２３８，８５９㎡ 14,663㎡
建 物 ９１，４０９㎡ １，８２１㎡
有 価 証 券 ３，４３５万円 ０円
出資による権利 １億６，１３４万円 ０円

町 税

１4億898万円

7　町報かわにし 平成２７年６月１５日



ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
ア
ナ
変
換
サ
ー
ビ
ス
は
３
月
31
日
午
前
12
時
で
終
了
し
ま
す
。引
き
続
き
テ
レ
ビ
を
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
に
地
デ
ジ
の
準
備
を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

　
５
月
15
日
か
ら
17
日
の
３
日
間
、
川
西
ダ

リ
ヤ
園
球
根
直
売
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
２
０
０
種
類
以
上
の
球
根
の
販
売
会
は
全

国
で
も
他
に
な
く
、
町
内
外
か
ら
ダ
リ
ア
の

愛
好
家
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
3
日
間
で
約
１
４
０
０
人
が
来
場
し
、
昨

年
度
以
上
の
賑
い
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
直
売
会
の
一
角
で
は
ダ
リ
ア
栽
培

の
プ
ロ
に
よ
る
栽
培
講
習
会
を
開
催
し
、
多

く
の
お
客
様
が
植
え
付
け
か
ら
花
が
咲
く
ま

で
の
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ん
で
い
ま
し

た
。

５／1５
～1７
ダ
リ
ア
の
愛
好
家
で
賑
わ
っ
た
３
日
間

～
川
西
ダ
リ
ヤ
園
球
根
直
売
会
～

▲花の写真を見ながら球根を吟味している愛好家の方

　
５
月
9
日
、
今
年
度
第
1
回
目
の
こ
ま
つ

市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
22
店
舗
が
出
店
し
、
約
３
０
０

名
の
お
客
様
で
会
場
が
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、今
回
は
第
１
回
目
と
い
う
こ
と
で
、

先
着
１
０
０
名
に
ガ
ザ
ニ
ア
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
あ
り
、
引
換
券
を
も
ら
う
た
め
、
朝
早
く

か
ら
多
く
の
お
客
様
が
長
蛇
の
列
を
な
し
ま

し
た
。

　
各
店
舗
と
も
さ
ま
ざ
ま
な
売
り
物
を
店
頭

に
並
べ
、
お
客
様
と
の
会
話
を
楽
し
み
な
が

ら
販
売
し
て
い
ま
し
た
。

▲出店者も、お客様も笑顔のこまつ市でした。

５／９

置
賜
最
大
級
の
朝
市
、
今
年
も
ス
タ
ー
ト

～
こ
ま
つ
市
開
催
～

　
5
月
13
日
、
川
西
中
学
校
の
2
年
生
１
３

５
名
を
対
象
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
万
世
園

の
喜
楽
座
に
よ
る
認
知
症
に
関
す
る
演
劇
を

見
て
、
認
知
症
の
症
状
と
、
認
知
症
の
方
へ

の
接
し
方
に
つ
い
て
学
習
し
、
そ
の
後
、
山

形
県
認
知
症
介
護
指
導
者
の
髙
橋
明
美
さ
ん

よ
り
認
知
症
の
方
と
接
す
る
と
き
の
心
構
え

な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
、
認
知
症
に
対
す
る
良
き
理

解
者
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

今
後
も
継
続
し
て
各
小
学
校
で
開
催
す
る
予

定
で
す
。

▲髙橋さんの話を真剣に聞く川西中の 2年生

５／１ ３

認
知
症
に
対
す
る
良
き
理
解
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
～

　
５
月
19
日
、
町
商
工
会
館
で
、
町
内
企
業

に
永
年
勤
続
さ
れ
た
方
、
他
の
従
業
員
の
模

範
と
な
る
方
を
表
彰
す
る
商
工
従
業
員
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
下
記
の
方
々
が
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。（
敬
称
略
）

【
商
工
会
長
表
彰
】　

○
永
年
勤
続
従
業
員
表
彰
　（
２
名
）

平
田
功
　（
株
式
会
社
藤
島
建
設
）

米
野
慎
太
郎
　（
株
式
会
社
藤
島
建
設
）

○
優
良
従
業
員
表
彰
　（
３
名
）

佐
藤
久
　（
川
西
運
送
有
限
会
社
）

梅
津
和
明
　（
川
西
運
送
有
限
会
社
）

樋
口
智
広
　（
川
西
運
送
有
限
会
社
）

【
川
西
町
長
表
彰
】

平
田
功
　（
株
式
会
社
藤
島
建
設
）

▲受賞者代表の謝辞を述べる平田さん（写真左）と、
松浦商工会長（中央）、原田町長（写真右）

５／1９

川
西
町
商
工
従
業
員
表
彰
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5
月
、
町
内
の
保
育
所
、
幼
稚
園
で
か
も

し
か
ク
ラ
ブ
の
入
会
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
21
日
は
美
郷
幼
稚
園
で
入
会
式
を
行
い
、

そ
の
後
、
5
月
の
か
も
し
か
ク
ラ
ブ
を
行
い

ま
し
た
。

　
今
回
は
、基
本
的
な
安
全
確
認
の
仕
方
や
、

園
バ
ス
の
乗
り
方
や
降
り
方
、
車
に
乗
っ
て

い
る
時
の
注
意
点
な
ど
を
、
人
形
や
紙
芝
居

を
使
い
な
が
ら
勉
強
し
ま
し
た
。

　
保
護
者
や
実
際
に
運
転
す
る
方
も
、
小
さ

い
子
供
が
道
路
付
近
に
い
る
場
合
は
、
良
く

周
り
を
注
意
し
て
ゆ
と
り
を
も
っ
て
通
過
し

ま
し
ょ
う
。
　

▲交通ルールを勉強する美郷幼稚園の子どもたち

５／２１

交
通
ル
ー
ル
を
み
ん
な
で
学
び
、
守
り
ま
す

～
町
内
各
保
育
所
、
幼
稚
園
児
の
か
も
し
か
ク
ラ
ブ
入
会
式
～

　
5
月
21
日
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
で
、

平
成
27
年
度
川
西
ゆ
う
ゆ
う
大
学
開
講
式
を

行
い
、
今
年
度
は
２
１
０
名
の
新
入
生
を
迎

え
ま
し
た
。

　
本
大
学
は
、
全
体
の
中
央
学
部
の
ほ
か
、

各
地
区
学
部
に
よ
る
学
習
会
を
1
年
通
し
て

行
い
ま
す
。

　
開
講
式
の
後
、「
め
お
と
楽
団
ジ
キ
ジ
キ
」

を
講
師
に
招
い
て
の
1
回
目
の
全
体
学
習
会

を
行
い
ま
し
た
。

　
学
生
た
ち
は
、
講
師
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
軽

快
な
歌
と
ん
ち
の
利
い
た
軽
妙
な
話
に
、
終

始
笑
顔
の
絶
え
な
い
学
習
会
で
し
た
。

２
１
０
名
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た

～
平
成
27
年
度
川
西
ゆ
う
ゆ
う
大
学
開
講
式
～

▲講師の歌や話に聞き入る学生たち

　
５
月
14
日
、
15
日
と
21
日
、
22
日
、
千
葉
県

の
中
学
校
か
ら
の
教
育
旅
行
の
受
け
入
れ
を
行

い
ま
し
た
。

　
14
日
に
は
八
千
代
市
立
大
和
田
中
学
校
の
3

年
生
32
名
が
本
町
を
訪
れ
、
入
村
式
の
後
、
9

軒
の
受
け
入
れ
先
に
わ
か
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
農

作
業
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
置
賜
公
園
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
で
は
、
5
名
の

生
徒
が
作
業
体
験
を
行
い
、
従
業
員
の
指
導
の

も
と
、
園
内
の
整
備
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
21
日
に
は
、
船
橋
市
立
飯は

さ
ま

山
満
中
学
校

の
3
年
生
42
人
が
本
町
を
訪
れ
、
入
村
式
後
に

11
軒
の
受
け
入
れ
先
に
分
か
れ
て
、
田
ん
ぼ
や

畑
で
の
農
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
朴
沢
の
大
河
原
弘
さ
ん
宅
で
は
、
ち
ょ
う
ど

田
植
え
シ
ー
ズ
ン
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
4
名

の
生
徒
が
実
際
に
田
植
え
機
に
乗
り
、
田
植
え

作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
大
河
原
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
田
植

え
機
を
操
作
し
、
機
械
の
上
で
は
し
っ
か
り
前

を
見
て
、
真
剣
な
表
情
で
田
植
え
を
行
い
ま
し

た
。

　
ど
ち
ら
の
中
学
校
の
生
徒
た
ち
も
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
作
業
に
苦
労
し
な
が
ら
も
、
友
達

や
受
け
入
れ
先
の
方
々
と
笑
顔
で
作
業
し
、
翌

日
に
は
離
村
式
を
行
い
、
千
葉
県
へ
の
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。

５／１４
５／２１

都
会
の
子
供
た
ち
が
農
作
業
を
体
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
中
学
校
教
育
旅
行
受
け
入
れ
～

▲ 14日　ハーブ園で作業する大和田中の生徒▲２１日　真剣な表情で田植えを体験する飯山満中の生徒

５／２１
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５／3１

地
区
が
一
体
と
な
っ
た
運
動
会

～
平
成
27
年
度
高
山
地
区
青
葉
大
運
動
会
～

　
5
月
27
日
、
川
西
ダ
リ
ヤ
園
で
小
松
保
育

所
の
年
長
児
19
名
に
よ
る
球
根
の
植
え
付
け

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
園
児
が
植
え
つ
け
た
の
は
、
花
の
大
き
さ

が
28
㎝
前
後
に
な
る
巨
大
輪
な
ど
3
種
類

で
、
ぺ
ろ
り
ん
と
き
て
け
ろ
く
ん
が
見
守
る

中
、
園
の
ス
タ
ッ
フ
に
教
え
ら
れ
な
が
ら
、

丁
寧
に
植
え
付
け
し
て
い
ま
し
た
。

　
球
根
に
水
を
か
け
、
土
を
優
し
く
か
ぶ
せ

た
後
は
「
ダ
リ
ア
さ
ん
、
が
ん
ば
れ
ー
」
と

応
援
し
、
大
き
な
花
が
咲
く
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
。
　

▲ダリアの植え方を一生懸命教わっています。

５／２７

き
れ
い
な
ダ
リ
ア
が
咲
き
ま
す
よ
う
に

～
小
松
保
育
所
園
児
の
ダ
リ
ア
植
え
付
け
～

　
5
月
31
日
、
快
晴
の
中
、
置
賜
公
園
で
第

11
回
さ
な
ぶ
り
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
豊
作
祈
願
祭
を
は
じ
め
、
ま
ん

ま
る
太
鼓
キ
ッ
ズ
に
よ
る
和
太
鼓
の
演
奏
、

初
代
山
形
住
み
ま
す
芸
人
の
「
三
浦
友
加
」

さ
ん
や
女
性
ピ
ン
芸
人
の
「
横
澤
夏
子
」
さ

ん
に
よ
る
お
笑
い
ラ
イ
ブ
な
ど
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
町
内
の

お
い
し
い
も
の
や
、
岩
手
県
大
槌
町
の
海
産

物
な
ど
が
出
店
さ
れ
、
会
場
が
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
海
鮮
焼
セ
ッ
ト
を
そ
の
場
で
焼
い

て
食
べ
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
さ
れ
て
お
り
、

会
場
は
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

▲まんまる太鼓キッズによる演奏

５／3１

秋
の
豊
作
を
願
っ
て
盛
大
に
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
第
11
回
さ
な
ぶ
り
祭
り
～

　
6
月
6
日
、
東
沢
活
性
化
セ
ン
タ
ー
西
側

の
野
外
会
場
に
て
平
成
27
年
度
東
沢
春
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
祭
り
が
始
ま
る
直
前
ま
で
曇
り
空
で
、

雨
が
心
配
さ
れ
る
お
天
気
で
し
た
が
、
お
祭

り
が
進
む
に
つ
れ
、
雲
の
間
か
ら
日
差
し
が

差
し
込
み
、
参
加
住
民
の
熱
気
で
雨
空
が
吹

き
飛
ん
で
い
ま
し
た
。

　
町
農
業
委
員
会
の
登
坂
会
長
の
乾
杯
の
音

頭
の
後
、
地
元
の
小
学
生
や
夢
工
房
さ
ん
の

手
作
り
の
料
理
食
べ
な
が
ら
の
会
話
も
弾

み
、
よ
さ
こ
い
あ
ず
ま
の
ラ
ス
ト
ス
テ
ー
ジ

で
は
、最
高
の
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

▲よさこいあずまの「ザ・ラストステージ」

６／６

祭
り
の
熱
気
で
雨
空
も
吹
き
飛
ば
す

～
平
成
27
年
度
東
沢
地
区
春
ま
つ
り
～
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測定日
及び測定値

（μ
マイクロシーベルトパーアワー

S v / ｈ）
６月２日

地上から
の高さ

場　所

玉庭小学校 川西中学校

１００㎝ ０．０８ ０．０９

　５０㎝ ０．０８ ０．０９

町内小中学校グラウンド空間放射線量

問町教育総務課 教育総務グループ ☎４２－６６５９

指定食材 キャベツ（神奈川県産）
※５月２１日献立食材

食材 No． 給食－０５２０－川西－１－キャベツ

検査日
及び単位

（ベクレル/ｋｇ）
５月２０日

ヨウ素 不検出（＜７．０）

セシウム 134 不検出（＜９．２）

セシウム 137 不検出（＜７．３）

❖県外産食材の学校給食検査結果

検査日 給食提供日 食材提供校
　６月１７日㈬ 　６月１８日㈭ 小松小学校
　７月１５日㈬ 　７月１６日㈭ 川西中学校
　９月１６日㈬ 　９月１７日㈭ 小松小学校
１０月２１日㈬ １０月２２日㈭ 川西中学校
１１月１８日㈬ １１月１９日㈭ 小松小学校
　１月１３日㈬ 　１月１４日㈭ 川西中学校
　２月　３日㈬ 　２月　４日㈭ 小松小学校

❖学校給食県外産食材における検査実施日

問町総務課 危機管理グループ ☎４２－６６１２

学校給食放射性物質検査について

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
あ
ら 

☎
44

－

２
８
２
２

＊
ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

６
月
25
日
㈭
　
こ
こ
ろ
も
か
ら
だ
も
ぽ
か
ぽ
か
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

講
師：江
川
富
美
子
氏
（
参
加
費
５
０
０
円
　

1
歳
未
満
10
名
　
要
予
約
）

７
月
７
日
㈫
　
七
夕
お
た
の
し
み
会

＊
お
ぼ
ご
ん
カ
フ
ェ
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
６
月
16
日
㈫
　
簡
単
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

　
参
加
費
５
０
０
円
　
定
員
10
名
　
要
予
約
　
※
託
児
あ
り

＊
幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室
　
午
前
９
時
～
（
完
全
予
約
制
）

  

６
月
15
日
㈪ 

７
月
21
日
㈫ 

申
込
・
問
町
教
育
総
務
課 

☎
42

－

６
６
７
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　だ
よ
り

＊
町
立
幼
稚
園
・
へ
き
地
保
育
所
施
設
開
放
日
　
午
前
10
時
～
11
時

  

玉
庭
保
育
所
　
６
月
30
日
㈫
　
　
美
郷
幼
稚
園
　
７
月
１
日
㈬

  

北
斗
幼
稚
園
　
６
月
24
日
㈬
・
7
月
8
日
㈬

「
川
西
町
総
合
教
育
会
議
」
を

開
催
し
ま
し
た

　
４
月
１
日
、「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
」の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
な
か
で
、
町
長
と
町
教
育
委
員
が
会
議
の

メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
十
分
な
意
思
疎
通
を
図
り
、

本
町
教
育
の
課
題
や
あ
る
べ
き
姿
を
共
有
し
て
、

よ
り
一
層
民
意
を
反
映
し
た
教
育
行
政
の
推
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
今
年
度
か
ら
町
長
が
総
合

教
育
会
議
を
設
置
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
５
月

26
日
㈫
、
第
１
回
目
と
な
る
総
合
教
育
会
議
を
中

央
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
本
町
教
育
の
め
ざ
す
方
向
性
に
つ

い
て
話
し
合
い
、
今
年
度
、
策
定
す
る
教
育
等
の

振
興
に
関
す
る
「
大
綱
」
の
概
要
、
小
学
校
の
学

区
再
編
検
討
の
進
め
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
な
お
、
会
議
録
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

か
わ
に
し
ま
ち

キ
ッ
ズ
キ
ッ
チ
ン
（
夏
の
食
事
編
）

　
子
ど
も
だ
け
で
料
理
を
作
る
食
体
験
教
室
で
す
。

「
自
分
で
で
き
た
、
楽
し
い
、
お
い
し
い
」
の
体
験
か
ら
、
子

ど
も
の
生
き
る
力
を
育
み
ま
す
。

■ 

日
　時
　７
月
19
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

■ 

場
　所
　
川
西
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■ 

対
　象
　
年
長
児
、
小
学
１
～
３
年
生
　
　
定
員
16
名

■ 

参
加
費
　
子
ど
も
一
人
に
つ
き
１
５
０
０
円

■ 

内
　容
　
子
ど
も
だ
け
で
調
理
実
習
し
、
親
子
で
試
食
。

■ 

講
　師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
食
育
マ
マ
　
加
藤
　
弥
栄
子
　
氏

■ 

申
　込  

左
記
に
電
話
で
７
月
３
日
㈮
ま
で
お
申
込
み
く
だ 

　
　
　
　
　
さ
い
。

　
　
　
　
　
＊
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
＊
受
講
決
定
の
方
へ
案
内
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

申
込
問
健
康
福
祉
課
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ
☎
42
ー
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▲ 26 日の総合教育会議の様子



まちからのお知らせ
town information

　重度心身障がい（児）者医療証、ひとり親家庭等医療証が更新になります。医療
証の交付対象の方には、６月下旬に手続きのご案内を送付いたします。通知がない
方も、対象になると思われる場合はお問い合わせください。

名称 重度心身障がい (児 ) 者医療 ひとり親家庭等医療

対象者

・身体障害者手帳１、２級所持者
・療育手帳Ａ所持者
・精神障害者保健福祉手帳１級所持者
・公的年金の障害年金１級受給権者
・特別児童扶養手当１級所持者

・配偶者がなく、就労により１８歳
　以下の児童を扶養している方
・上記の方に扶養されている１８歳
　以下の児童
・両親のいない１８歳以下の児童

所得制限 市町村民税所得割２３万５千円未満
の方が該当 所得税非課税の方が該当

７
月
１
日
よ
り

重
度
心
身
障
が
い（
児
）者
医
療
証

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証

が
更
新
に
な
り
ま
す

児
童
手
当
の
現
況
届
を
忘
れ
ず
に

　 
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年
６
月
に

「
現
況
届
」
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
届
出
は
、
児
童
の
養
育
状
況
や
受
給
者
の
前

年
分
の
所
得
状
況
な
ど
を
確
認
し
、
引
き
続
き
手
当

が
受
け
ら
れ
る
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
６
月
中
に
「
現
況
届
」
の
提
出
が
な
い
と
、
６
月

分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
既
に
、
対
象
者
の
ご
自
宅
に
送
付
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
確
認
の
う
え
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

提
出
期
間
　
６
月
１
日
㈪
～
６
月
30
日
㈫

■ 

提
出
方
法
　
町
健
康
福
祉
課
窓
口
持
参
か
郵
送

問
町
健
康
福
祉
課 

福
祉
グ
ル
ー
プ 

☎
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※生活保護を受給している方は対象から除かれます。

問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

・
国
民
健
康
保
険
税

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

・
介
護
保
険
料

各
納
税
通
知
書
を
７
月
15
日
に
発
送
し
ま
す

○
普
通
徴
収
の
方
は
・
・
・
納
税
通
知
書
の
普
通
徴
収
の
欄
に

金
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。
次
の
二
通
り
の
納
付
方
法

が
あ
り
ま
す
。

①
納
付
書
で
の
納
付

　
納
税
通
知
書
に
同
封
の
納
付
書
を
使
い
、
金
融
機
関
（
※

注
）
か
役
場
出
納
検
査
課
窓
口
で
期
限
ま
で
納
め
て
く
だ

さ
い
。
納
付
書
は
１
年
間
分
（
第
１
期
か
ら
第
９
期
ま
で
）

を
ま
と
め
て
送
付
い
た
し
ま
す
。

（
※
注
）
金
融
機
関
と
は
、
山
形
銀
行
、
山
形
お
き
た
ま
農
業
協

同
組
合
、山
形
中
央
信
用
組
合
、米
沢
信
用
金
庫
の
各
本
支
店
で
す
。

②
口
座
振
替
で
の
納
付

　
納
税
通
知
書
に
口
座
内
容
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
特
別
徴
収
の
方
は
・
・
・
納
税
通
知
書
の
特
別
徴
収
の
欄
に

金
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。
通
知
書
中
に
記
載
さ
れ
て

い
る
受
給
年
金
よ
り
天
引
き
で
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

⇒

納
付
書
が
同
封
さ
れ
て
い
る
方
は
、口
座
振
替
納
付
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
は
、
納
め
漏
れ
・
忘

れ
が
な
い
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■ 

口
座
振
替
手
続
先
　
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
及
び
郵
便

局　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）

■ 

手
続
き
に
必
要
な
も
の
　
通
帳
、
届
出
印
鑑

問
町
税
務
収
納
課 

町
税
グ
ル
ー
プ 
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は
か
り
の
定
期
検
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
取
引
・
証
明
（
営
業
用
）
に
使
用
す
る｢

は
か
り｣

は
、
計
量
法
に
よ
り
２
年
に
１
回
の
定
期
検
査
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
が
検
査
年
と
な
っ
て
お

り
、
下
記
日
程
で
行
い
ま
す
。
対
象
者
は
必
ず
受
検
し

て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
検
査
を
受
け
な
い
と
取
引・証
明
（
営
業
用
）

に
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
は
か
り
を
新
規
に
購

入
さ
れ
た
方
、
使
用
を
再
開
さ
れ
た
方
は
町
産
業
振

興
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■ 

検
査
日
　
７
月
６
日
㈪
、
７
月
７
日
㈫

■ 

検
査
時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

■ 

検
査
場
所
　
川
西
町
民
総
合
体
育
館

問
㈳
山
形
県
計
量
協
会 

☎
０
２
３

－

６
４
４

－

９
８
１
１

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ 
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町報かわにし　12平成２７年６月１５日

まちからのお知らせ
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国
民
年
金
保
険
料
の
申
請
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
　
　

　
～
平
成
27
年
度
の
受
付
が
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
～

　
経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、「
保
険
料
免
除
制
度
」

や
「
若
年
者
（
30
歳
未
満
）
納
付
猶
予
制
度
」
が
利
用
で
き
ま
す
。
免
除
・
猶
予
が
認
め
ら
れ
た
期
間

の
老
齢
基
礎
年
金
は
減
額
さ
れ
ま
す
が
、
納
期
限
か
ら
10
年
以
内
に
納
め
る
こ
と
で
満
額
に
近
づ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
免
除
・
納
付
猶
予
の
申
請
は
、
２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
遡
及
し
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
な
ど
し
て
、
未
納
期
間
を
有
し
て
い
る
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　■ 

免
除
　

　
免
除
に
は
、
所
得
に
応
じ
て
保
険
料
の
全
部
が
免
除
さ
れ
る
全
額
免
除
と
、
保
険
料
の
一
部
を
納
付

す
る
と
残
り
が
免
除
さ
れ
る
一
部
免
除
（
４
分
の
３
・
半
額
・
４
分
の
１
）
が
あ
り
ま
す
。

若
年
者
納
付
猶
予
は
、
30
歳
未
満
の
方
が
申
請
で
き
所
得
要
件
を
満
た
す
と
保
険
料
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　■ 

免
除
・
猶
予
の
審
査

　
免
除
・
猶
予
の
審
査
は
、
日
本
年
金
機
構
が
行
い
ま
す
。
免
除
の
審
査
は
申
請
者
本
人
・
配
偶
者
・

世
帯
主
の
前
年
所
得
や
扶
養
人
数
等
、
猶
予
の
審
査
で
は
申
請
者
本
人
・
配
偶
者
の
前
年
所
得
や
扶
養

人
数
等
に
よ
り
一
定
基
準
に
該
当
す
る
と
承
認
さ
れ
ま
す
。
受
付
後
１
～
２
か
月
後
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
は
が
き
で
結
果
が
通
知
さ
れ
ま
す
。
一
部
免
除
に
決
定
し
た
場
合
は
、
後
日
送
付
さ
れ
る
納
付
書

で
減
額
さ
れ
た
保
険
料
を
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　　
ど
ち
ら
の
制
度
も
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
場
合
は
「
申
請
に
必
要
な
も
の
」
を

　
　
　
　
ご
確
認
い
た
だ
き
、
役
場
窓
口
も
し
く
は
米
沢
年
金
事
務
所
で
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　■ 

申
請
に
必
要
な
も
の

　
　
　
　
○
年
金
手
帳
○
印
鑑
（
認
印
）
○
離
職
票
、雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
等
の
写
し
（
失
業
が
理
由
の
場
合
）

　
　
　
　
※
前
年
所
得
を
証
明
す
る
書
類
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

　
　
　
　後
納
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
過
去
10
年
以
内
の
納
め
忘
れ
た
年
金
を
特
例(

通
常
納
め
ら
れ
る
期
間
は
２
年)

に
よ
り
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
今
年
９
月
30
日
㈬
ま
で
手
続
き
と
納
付
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　

　
　
　
　
問
町
住
民
生
活
課 

戸
籍
住
民
グ
ル
ー
プ 
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問
日
本
年
金
機
構
米
沢
年
金
事
務
所
　
☎
22

－

４
２
２
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ご
存
じ
で
す
か
？

税
金
の
納
期
内
納
付
を
お
願
い
し
ま
す

　
今
月
は
、
町
県
民
税
第
１
期
の
納
付
月
で
す
。
納
期
限
は
６

月
30
日
（
口
座
振
替
の
方
は
６
月
29
日
が
振
替
日
）
に
な
り
ま

す
の
で
、
早
め
の
納
付
や
口
座
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
口
座
残
高
不
足
等
に
よ
り
口
座
振
替
と
な
ら
な
か
っ
た

場
合
は
、
再
度
の
振
替
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
本
町
で
は
、
町
税
等
の
納
め
忘
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
未
納

者
宅
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
万
一
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

早
急
に
納
付
い
た
だ
く
か
税
務
収
納
課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す
と
、
差
押
等
の
法
的

措
置
に
よ
り
強
制
的
に
納
め
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

督
促
状
の
送
付
に
つ
い
て

　
納
付
期
限
ま
で
に
完
納
し
な
い
納
税
義
務
者
に
対
し
納
付
期

限
後
20
日
以
内
に
督
促
状
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。
納
付
期
限

ま
で
に
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
町
が
納
付
を
確
認
す
る
に
は
、
納
付
い
た
だ
い
て
か

ら
数
日
か
か
り
ま
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
て
納
付
さ
れ
る
と
、
そ

の
間
に
行
き
違
い
に
な
り
、
納
付
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
督
促

状
が
発
送
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
を
避

け
る
た
め
に
も
、
期
限
内
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
町
税
務
収
納
課 

収
納
グ
ル
ー
プ 

☎
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国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で
に

　
平
成
27
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額
１
万
５
５
９
０

円
で
す
。
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書

に
よ
り
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
や
便
利

で
お
得
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、万
一
、障
害
や
死
亡
と
い
っ

た
不
慮
の
事
故
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
納

付
期
限
ま
で
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
町
住
民
生
活
課 

戸
籍
住
民
グ
ル
ー
プ 

☎
42

－

６
６
１
５

問
日
本
年
金
機
構 

米
沢
年
金
事
務
所 

☎
22

－

４
２
２
０
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まちからのお知らせ
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６月２３日㈫～２９日㈪は
『男女共同参画週間』です

～ 平 成 ２ ７ 年 度 キ ャ ッ チ フ レ ー ズ ～
「 地 域 力 × 女 性 力 ＝ 無 限 大 の 未 来 」

　男女が互いにその人権を尊重し、喜びも責任も分か
ち合い、一人ひとりが個性と能力を十分に発揮するこ
とができるよう、この期間に男女共同参画について改
めて考えてみましょう。
　町では、第２次川西町男女共同参画計画（平成２３
年度～平成２７年度）を策定し、男女共同参画社会の
実現に向け各事業に取り組んでいます。また、今年度
は第２次計画の最終年度であり、次期計画の策定にも
取り組んでいきます。
　男女共同参画週間に合わせてパネル展示を行います
ので、ぜひご来場ください。

　『 男女 共同参 画パ ネル展 』
■ 期間　６月２３日㈫～２９日㈪
■ 場所　中央公民館 ２階 ロビー
■ 内容　「ドメスティックバイオレンス」について

問町まちづくり課 地域づくり推進室 ☎４２－６６１３

知事と語ろう市町村
ミーティング ｉｎ 川西

　吉村美栄子知事が町を訪れ、地域の課題や県政につ
いて住民の皆さんと意見交換を行う「知事と語ろう市
町村ミーティングｉｎ川西」を開催します。
　吉村知事の県政の取り組みや本町のまちづくりにつ
いて、この機会に皆さんの声をお聞かせください。
■ 日時　8 月 4 日㈫午後１時３０分～３時３０分
■ 場所　川西町農村環境改善センター
■ 対象　町内在住の方
　　　　 １００名程度
■ 申込　参加希望の方は、事前
　　　　に申し込みが必要です。
　　　　7 月 15 日㈬までに下記
　　　　にご連絡ください。
 
問町企画財政課 政策調整グループ
☎４２－６６９５

プレミアム率２０％の商品券を
販売します！
　1,000円券12枚（計12,000円分）の商品券を１セッ
ト 10,000 円で販売します。

〔１セットあたりのプレミアム額 2,000 円〕
■ 販売条件　１世帯あたり購入数は５セットまで

（子育て応援パスポート保有世帯は８セットまで）
なお、商品券は現金販売のみとし、売切れ次第販売終
了となります。
■ 販売総数　４，０００セット
■ 利用期間　７月１８日㈯～１０月３１日㈯まで
■ 販売期日及び販売場所
・７月１８日㈯　午前 9 時 30 分～
　川西町商工会館及び各地区（小松地区を除く）交流
　センター
・７月１９日㈰以降
　川西町商工会及び町内指定販売店
　第２弾は、平成２７年１１月を予定しています。
問町産業振興課商工観光グループ ☎４２－６６４５

勤労者向けアパート建設を支援します
　町では、川西町勤労者向賃貸共同住宅建設支援（促
進）事業として、働く世代の方々のためのアパート建
設を行う方を支援しています。平成２７年度の募集期
間については、以下のとおりとなります。
　なお、補助金を受けるには、要件がありますので詳
細は下記へお問い合わせください。
■募集期間　平成２７年６月３０日㈫まで
問町産業振興課商工観光グループ ☎４２－６６４５

マイマイガに注意して下さい
　昨年夏に、本町でもマイマイガが異常発生し、多量
の卵が産み付けられました。
　越冬した卵から孵化（ふか）した幼虫が町内でも発
見されております。
　もし、ご自宅の外壁や塀などに卵の塊りを見つけたら剥がして除去処分をお願いします。
　マイマイガとは蛾（ドクガ科）の一種です。町内で成虫はまだいませんが、夏の日没直後１時間ほどの間に飛
翔し、他の蛾や昆虫と同じように夜間の街灯などに集まる習性があります。概ね 10 年に 1回の周期で大量発生し、
発生後 3年間は注意が必要といわれています。
　蛾虫用の殺虫剤も市販されておりますが、マイマイガの成虫に対する効果は
あまり期待できないため、卵塊や小さい幼虫の段階での駆除が効果的です。早
期に駆除することでガの発生を抑制することができます。
　町のホームページにも詳しく掲載してますので、ぜひご覧ください。
問町住民生活課生活環境グループ ☎４２－６６１８

▲マイマイガの卵の塊
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きれいな川で
すみよいふるさと運動の開催
■ 日　　時 ６月２８日㈰  午前５時３０分～６時３０分
※日時については、各地区自治会の都合により変更　
になる場合があります。
■ 場　　所　各地区自治会で周知
■ 作業内容　河川、周辺道路での空き缶やごみの収集、

除草、草花の栽培等（１世帯１人を目標）
問町地域整備課 建設管理グループ ☎４２－６６４７

　やまがた里の暮らし推進機構では、交流人口の拡大
を推進するため、皆様が行う交流事業を応援します。
当交付金は、町民の皆様（個人・団体・NPO 等）が
主体的に行う事業に対し支援します。
■ 交付目的

川西町の地域力の維持、向上を目的に実施する交流
事業に対して交付

■ 交付金額
【スタートアッププラン】上限１０万円
（これまでに当機構から交付金を受けた事のない事業）
【ステップアッププラン】上限 5 万円
（これまでに当機構から交付金を受けた事のある事業）

■ 対象事業
①町民と町外住民・町内住民同士が交流する事業

　②町民と町外住民が新たに交流を行うきっかけとなる事業
③その他、目的に沿った内容と認められる事業

■ 対象経費
人件費、酒類を伴う飲食代を除いた経費

※詳細は里の暮らしホームページに掲載している応募
要綱をご参照ください。

■ 申請方法
当機構指定の申請書（様式第 1 号）、事業計画書（様
式第２号）及び必要書類を添付し、直接お持ちいた
だくか封書にて郵送ください。

※様式１号、２号については、下記ホームページよりダウン
ロードしていただくか、電話にてお問い合わせください。

※申請の際は、必ず応募要綱をご確認ください。

■ 採否決定　
随時審査を行い、予算の範囲内において事業の採否
を決定します。

問やまがた里の暮らし推進機構 ☎５４－３００６
川西町交流館 川西町吉田４６９０（旧川西町立第二中学校）
ホームページ　http://www.satonokurashi.jp
メール　info@satonokurashi.jp

平成２７年度
やまがた里の暮らし推進機構
交流交付金事業のご案内

応　募　受　付　期　間
６月１５日㈪～７月３１日㈮ 午後５時まで

❖開催日　７月１１日
❖時　間　朝７時～８時３０分
❖会　場　ＪＡ山形おきたま川西支店東側駐車場
　　　　　（雨天時は中央公民館）
問こまつ市実行委員会事務局（町産業振興課内）
☎４２－６６９６　 出 展 団 体 を 随 時 募 集 中 ！

こまつ市開催情報

第１回川西町家族介護教室
『家庭で介護を担う人のために』

■ 日時　６月２９日㈪ 午後１時３０分～３時００分
■ 場所　生きがい交流館
■ 内容　家族で知っておきたい応急手当や救命処置、
　　　　 熱中症の予防対策について、実技を交えて
　　　　 学びます。
■ 参加対象　
○川西町在住で在宅介護を
　行っている方
○介護に関心のある方
■ 参加費用　無料
■ 申込締切　６月２２日㈪
■ 申込方法　電話による受付
＊交通手段のない方はご相談ください。
問川西町社会福祉協議会 ☎４６－３０４０

介護予防教室
「すこやか塾」参加者募集

■ 対象者　６５才以上の方
■ 日　時　７月２１日㈫
　　　　　 午前１０時～午後１時３０分
■ 内　容　「お化粧で身も心も若返り」
　　　　　～女性限定～（仮）
■ 会　場　浴浴センターまどか
■ 個人負担金　１，０００円（昼食代）　入浴可
■ 申込締切　７月１４日㈫
■ 申し込み　定員３０名（希望者に送迎あり）
電話にて下記問い合わせ先までお申し込みください。
申込多数の場合、初回申し込み者を優先させていただ
く場合があります。
申込後、参加決定の通知を郵送いたします。
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－６６４０
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町
長

　原

　田

　俊

　二

町
の
評
価
は
町
民
が
決
め
る 

　
夏
祭
り
の
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
実
行
委
員
会
の

活
動
に
力
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
は
悪
天
候

の
中
、
花
火
打
ち
上
げ
を
中
止
す
る
な
ど
大
変
で

し
た
。 

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
感
動
連
発
」
町
誕
生
60
周

年
に
ふ
さ
わ
し
い
町
民
参
加
の
催
し
に
し
ま
す
。

一
緒
に
「
川
西
音
頭
」
を
踊
り
ま
し
ょ
う
。
西
大

塚
八
幡
神
社
の
獅
子
舞
は
迫
力
満
点
、
小
松
豊
年

獅
子
踊
は
町
の
代
表
で
す
。
犬
川
小
学
校
の
和
太

鼓
、
川
西
中
学
校
吹
奏
楽
演
奏
、
か
わ
い
い
ダ
ン

ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
お
楽
し
み
の
花
火
は
、
二

年
分
の
思
い
が
打
ち
上
が
り
ま
す
。
花
火
購
入
の

皆
さ
ん
、
地
権
者
の
皆
さ
ん
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。
川
西
マ
ル
シ
ェ
、
露
店
の
出
店
も
祭
り

を
盛
り
上
げ
ま
す
。
こ
ど
も
広
場
、
防
犯
や
交
通

整
理
、
清
掃
な
ど
た
く
さ
ん
の
方
に
協
力
い
た
だ

き
ま
す
。
力
を
合
わ
せ
今
年
こ
そ
夜
空
に
大
輪
の

花
火
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。 

　
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新

幹
線
車
内
で
無
料
配
布
さ
れ
る
雑
誌
「
ト
ラ
ン

ヴ
ェ
ー
ル
」
７
月
号
に
川
西
町
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

特
集
「
そ
う
だ
、
健
康
な
ら
山
形
だ
。」
の
表

紙
を
川
西
産
の
豆
が
飾
り
ま
す
。
昨
年
11
月
Ｎ

Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
「
豆
の
町
」
が
全
国
放
送
さ
れ

注
目
を
集
め
ま
し
た
。
町
で
は
在
来
種
の
紅
大

豆
の
商
品
化
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
や

ま
が
た
里
の
暮
ら
し
推
進
機
構
が
町
内
で
生
産

さ
れ
る
豆
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
三
十
種
類
の
豆

が
生
産
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
白
、
黒
、
青
、
赤
、

茶
、
ま
だ
ら
と
色
や
形
、
大
き
さ
も
多
種
多
様

「
パ
ン
ダ
、
と
ら
、
ウ
ズ
ラ
、
お
か
め
」
と
名

前
も
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
ま
す
。「
嫁
に
来
た

と
き
実
家
か
ら
持
た
さ
れ
た
」
と
ず
っ
と
守
っ

て
き
た
話
な
ど
、
推
進
機
構
で
は
一
つ
一
つ
の

豆
の
持
つ
由
来
や
調
理
法
な
ど
の
記
録
、
料
理

研
究
、
装
飾
な
ど
新
た
な
可
能
性
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
マ
メ
リ
エ
の
活
動
を
支
援
し
豆
の
町
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
特
集
で
は
豆
料
理
を
メ
イ

ン
に
、
山
菜
な
ど
山
の
幸
が
紹
介
さ
れ
暮
ら
し

の
豊
か
さ
が
伝
わ
る
内
容
で
す
。
現
在
豆
は
健

康
志
向
の
中
で
注
目
さ
れ
、
特
に
在
来
種
は
貴

重
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
こ
ん
な
豆
あ
る
よ
」

と
い
う
方
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

　「
町
に
は
何
に
も
な
い
ね
」
と
よ
く
言
わ
れ

残
念
な
思
い
を
し
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
は
評
価

の
も
の
さ
し
の
問
題
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
視

点
や
基
準
を
変
え
る
と
色
々
な
も
の
が
見
え
て

き
ま
す
。
外
と
比
べ
て
評
価
す
る
だ
け
で
な
く
、

町
の
中
に
一
歩
踏
み
出
し
、
大
切
な
も
の
を
見

つ
け
出
し
そ
の
宝
を
磨
き
合
う
こ
と
が
ま
ち
づ

く
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
夏
祭
り
や
豆
の

中
に
も
楽
し
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
て
い

ま
す
。
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「まちづくりマイスター養成講
座公開講座」受講者募集！
　町では、地域づくりに必要なスキルを身につけ、「こ
れから」を担う人材を養成することを目的とした「ま
ちづくりマイスター養成講座」を実施しています。
　今年度申し込みのあった受講者以外に一般の方も受
講できる公開講座を下記の日程で開催します。ぜひ受
講ください。
■ 資　格　年齢、性別等を問いません。
■ 受講料　無料
■ 日　時　７月２３日㈭　午後７時～８時３０分
■ 場　所　中央公民館視聴覚室
■ 内　容　「ファシリテーションってなに」（地域の   
人たちの考えや意見をうまく引き出す能力について）
■ 講　師　地域デザイン・ラボ  代表　遠藤智栄　氏
問町まちづくり課地域づくり推進室 ☎４２－６６１３

自動車の不正改造は犯罪です！
　不正改造を施された車両が存在し、国民生活の安全・安心を脅かしていることが問題となっております。
　これらについては、
①周囲の交通に誤認を与える　②運転者の視界を妨げ状況確認が困難となる
③歩行者に危険を及ぼすとともに車体やブレーキ機構への干渉により故障・事故の原因となる
④他の交通の妨げとなることが懸念される　などの理由で、禁止されております。
　国土交通省では、不正改造を排除し、車両の安全確保及び環境保全を図るため、関係省庁、自動車関係団体等
と協力して、「不正改造車を排除する運動」を全国的に展開しており、特に６月を強化月間として重点的な取組
を行っております。皆様もぜひ、この機会にどのような改造が不正改造になるのかについての理解を深めていた
だき、その排除にご協力下さい。
　詳しい情報はこちらから「www.tenken-seibi.com」
不正改造車に関する情報提供・ご相談・お問い合わせは、下記までお寄せ下さい。
問国土交通省東北運輸局　山形運輸支局　検査・整備・保安部門☎０２３ー６８６ー４７１４
問庄内自動車検査登録事務所☎０２３５ー６６ー４１１９
問町住民生活課生活環境グループ ☎４２－６６１６

鉄道から事件・事故を
なくしましょう
こんなことはやめよう
○せんろに石や物を、おいてあそぶのはやめましょう。
○感電（二万ボルト）に注意しましょう。
○ふみきりのボタンを、イタズラするのはやめましょう。
○おりている遮断機は、くぐりません。
問山形県鉄道防犯連絡協議会連合会
☎０２３－６２３－０４６７
問町住民生活課生活環境グループ ☎４２－６６１６

水防訓練を行います
■日　時　６月 28 日㈰　午前９時～
■場　所　犬川河川公園
　（上小松二井町地内）
問川西消防署☎４２－３７００

土産品菓子の開発を支援します
　山形県農林水産部では、県産農産物等を使用した「山
形ならではの」土産品菓子の商品開発や既存商品の改
良に対する支援を行っています。詳細は下記までお問
い合わせください。
１　「土産品開発支援事業」
■ 対象者　県内に住所か本拠地を持つ菓子製造業者
■ 補助率　定額（上限５０万円）
２　「わがまちの土産品開発促進事業」
■ 対象者　県内に住所を持つ農林漁業者等
■ 補助率　１／２（上限２０万円）
※応募締切：１，２とも 6 月 22 日㈪まで山形県
　　　　　　農林水産部６次産業推進課必着
問山形県農林水産部６次産業推進課
☎０２３－６３０－２４６５
問町産業振興課 6 次産業推進室　☎４２－６６９６

おいしい山形空港夏休み・里帰
り応援助成金について
　おいしい山形空港発着便の利用促進を図るため、対
象期間中においしい山形空港サポーターズクラブ会員
またはその家族が、２名以上で羽田便または名古屋便
を利用した場合に、山形空港利用拡大協議会から運賃
助成を行います。サポーターズクラブへの入会および
助成金の申請は、下記申請先へ直接申し込みください。
■ 対 象 者　おいしい山形空港サポーターズクラブ　
　　　　　　会員またはその家族
■ 対象期間　７月１日㈬～８月３１日㈪
■ 助成金額　往復４，０００円／人
　　　　　　（片道の場合は２，０００円／人）
申請・問おいしい山形空港サポーターズクラブ事務局

（山形空港ビル㈱内）☎０２３７－４７－３１１１
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借
金
に
関
す
る
相
談

　

窓
口
の
ご
案
内

　
東
北
財
務
局
山
形
財
務
事
務
所

で
は
、
借
金
に
関
す
る
相
談
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
相
談
員
が

借
金
の
状
況
を
お
伺
い
し
、
必
要

に
応
じ
て
弁
護
士
等
の
専
門
家
に

引
き
継
ぎ
ま
す
。
相
談
は
秘
密
厳

守
・
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
専
用
電
話

☎
０
２
３

－

６
４
１

－

５
２
０
１

▼
受
付
：
月
曜
～
金
曜
　
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

▼
場
所
：
山
形
市
緑
町
2

－

15

－

3（
山
形
財
務
事
務
所
理
財
課
）

問
山
形
財
務
事
務
所
理
財
課

☎
０
２
３

－

６
４
１

－

５
１
７
８

労
働
保
険
料
の
申
告
・

納
付
の
お
知
ら
せ

　
労
働
保
険
料
（
労
働
保
険
と
雇

用
保
険
）
の
申
告
。
納
付
の
手
続

き
は
お
済
み
で
す
か
？

　
労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
期

限
は
「
7
月
10
日
㈮
」
で
す
。
ま

だ
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
事
業

主
の
方
は
、
お
近
く
の
金
融
機
関

（
日
本
銀
行
歳
入
代
理
店
の
み
）

ま
た
は
、
労
働
基
準
監
督
署
で
申

告
・
納
付
の
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
告
納
付
期
限
の
間
際

は
労
働
基
準
監
督
署
の
窓
口
及
び

駐
車
場
が
大
変
混
み
合
い
ま
す
の

で
、
申
告
書
集
合
受
付
会
場
で
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

問
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０

－

９
４
９

－

７
３
２

平
成
27
年
度
危
険
物

　

取
扱
者
保
安
講
習
会

　
危
険
物
取
扱
者
免
状
を
所
持
し

危
険
物
業
務
に
従
事
す
る
方
は
、

３
年
に
一
度
の
受
講
が
必
要
で
す
。

▼
期
日
・
場
所
：【
置
賜
総
合
支
庁
】

　
○
一
般
：
９
月
17
日
㈭
、
11
月

26
日
㈭
、
11
月
27
日
㈮

　
○
給
取
：
９
月
18
日
㈮

　【
置
賜
総
合
支
庁
西
庁
舎
】

　
○
一
般
：
９
月
10
日
㈭

　
○
給
取
：
９
月
11
日
㈮

▼
受
付
期
間
：
７
月
6
日
㈪
～
　

７
月
23
日
㈭

▼
受
講
案
内
・
申
請
書
：
川
西
消
防

署
又
は
山
形
県
危
険
物
安
全
協

会
連
合
会
か
ら
直
接
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い
。
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

の
配
付
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

▼
申
請
書
の
提
出
先
・
問
合
せ

　

山
形
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会

☎
０
２
３

－

６
３
２

－

５
７
４
４

平
成
27
年
度
狩
猟
免
許

（
初
心
者
）
講
習
会

▼
日
時
・
場
所
：【
村
山
会
場
】

　
○
７
月
14
日
㈫
　
午
前
９
時
～
午

後
４
時
30
分
○
山
形
市
村
山
総
合

支
庁
2
階
講
堂

　【
庄
内
会
場
】
○
７
月
19
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
　

○
三
川
町
公
民
館
2
階
研
修
室

▼
申
込
方
法
：
受
講
を
希
望
す
る

日
の
５
日
前
ま
で
、
左
記
又
は

各
地
区
支
部
に
受
講
料
を
添
え

て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
受
講
料
：
４
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
）

問
一
般
社
団
法
人
山
形
県
猟
友
会

☎
０
２
３

－

６
２
４

－

０
３
８
２

佐
藤
病
院
認
知
症
疾
患

医
療
セ
ン
タ
ー
研
修
会

▼
日
時
：
7
月
11
日
㈯
午
後
1
時

30
分
～
3
時
30
分

▼
会
場
：
佐
藤
病
院
会
議
室

▼
内
容
：
演
題
「
認
知
症
初
期
集

中
支
援
チ
ー
ム
と
は
」
～
新
オ

レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
と
山
形
県
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
～
他

▼
対
象
：
医
療
・
介
護
福
祉
関
係

者
１
５
０
名

▼
参
加
費
：
無
料
（
6
月
30
日
㈫

ま
で
左
記
へ
申
込
み
必
要
）

問
町
健
康
福
祉
課
　
地
域
包
括
支

　
援
セ
ン
タ
ー
☎
46

－

５
５
１
１

防
衛
省
・
自
衛
官

　
　

候
補
生
募
集

▼
募
集
種
目
・
応
募
資
格
・
採
用

予
定
人
員
：【
陸
・
海
・
空

　

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）】

　
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
で
18

歳
～
27
歳
未
満
の
方

▼
受
付
：
８
月
１
日
㈯
～
9
月
8

日
㈫

▼
採
用
説
明
会
：

○
説
明
種
目
・
自
衛
官
候
補
生

○
日
時
・
６
月
27
日
㈯
午
前
10
時

～
12
時

○
場
所
・
川
西
町
中
央
公
民
館

２
０
１
会
議
室

問
自
衛
隊
米
沢
地
域
事
務
所
　

☎
０
２
３
８

－

23

－

０
０
１
１

平
成
27
年
国
家
公
務
員

税
務
職
員
採
用
試
験

▼
受
験
資
格
：

①
平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い

て
、
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過
し
て

な
い
者
及
び
平
成
28
年
３
月
ま

で
に
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

▼
受
験
申
込
受
付
期
間
：

　【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
】
６
月
22

日
㈪
～
７
月
１
日
㈬  

　【
郵
送
又
は
持
参
】
６
月
22
日

㈪
～
６
月
24
日
㈬

▼
受
験
申
込
方
法
：
原
則
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
。
郵
送
又
は

持
参
用
受
験
申
込
書
の
請
求

は
、
最
寄
り
の
税
務
署
又
は
下

記
問
合
せ
先
へ
。

▼
第
一
次
試
験
日
：
９
月
６
日
㈰

問
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

研
修
係
☎
０
２
２

－

２
６
３

－

１
１
１
１
（
内
線
３
２
３
６
）

問
人
事
院
東
北
事
務
局

☎
０
２
２

－

２
２
１

－

２
０
２
２

置
賜
広
域
病
院
組
合

　

職
員
採
用
試
験

▼
募
集
職
種
・
人
員
：
助
産
師
・

5
名
程
度
、
看
護
師
・
30
名
、

薬
剤
師
・
若
干
名

▼
受
験
資
格
：
昭
和
46
年
4
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
当

該
職
種
の
免
許
を
有
す
る
者
若

し
く
は
平
成
28
年
６
月
30
日
ま

で
に
当
該
免
許
を
取
得
す
る
見

込
み
の
者

▼
採
用
予
定
年
月
日
：
平
成
28
年

4
月
1
日

▼
試
験
期
日
：
7
月
19 

㈰

▼
会
場
：
公
立
置
賜
総
合
病
院

▼
受
付
期
間
：
6
月
15
日
㈪
～
　

７
月
９
日
㈭
（
必
着
）

▼
試
験
案
内
の
配
布
：
置
賜
広
域

病
院
組
合
事
務
局
総
務
企
画
課

採

　用

19　町報かわにし 平成２７年６月１５日

催

　し

等
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
公
立

置
賜
総
合
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
印
刷
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
置
賜
広
域
病
院
組
合 

総
務
企

画
課 

職
員
係 

☎
46

－

５
０
０
０

第
38
回
住
宅
デ
ー

▼
日
時
：
６
月
21
日
㈰

　
午
後
１
時
～
４
時

▼
場
所
：【
小
松
地
区
】
建
築
曽

根
原
、
菅
野
建
築
、
亥
の
子
屋

商
店
前
、
中
央
公
民
館
前

　【
小
松
地
区
以
外
】

　
各
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
：
住
宅
相
談
、
包
丁
研
ぎ
、

老
人
世
帯
の
奉
仕
作
業
等

問
川
西
町
建
設
組
合

☎
42

－

２
９
２
８

仲
人
養
成
講
座

▼
日
時
：
７
月
1
日
㈬
午
後
１
時

　
30
分
～
午
後
３
時
10
分

▼
場
所
：
庄
内
総
合
支
庁
講
堂

▼
内
容
：

①
ト
ミ
―
伊
藤
の
お
見
合
い
の
成

功
率
を
高
め
る
た
め
の
方
法

②
仲
人
活
動
の
基
礎
知
識

③
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て

▼
申
込
方
法
：
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
※
Ｆ
Ａ
Ｘ
用
受
講
申
込
書
は
町

住
民
生
活
課
に
も
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
締
切
：
６
月
24
日
㈬

▼
申
込
先
・
問
山
形
県
子
育
て
推

進
部
子
育
て
支
援
課

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
６
６
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
３

－

６
３
２

－

８
２
３
８

川
西
町
民
バ
ス
ケ
ッ
ト 

ボ
ー
ル
大
会
参
加
者
募
集

▼
日
時
：
７
月
26
日
㈰

▼
会
場
：
川
西
町
民
総
合
体
育
館

▼
申
込
締
切
：
７
月
15
日
㈬

問
川
西
町
体
育
協
会

☎
46

－

２
２
７
７

第
5
回
東
日
本
大
震
災
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時
：
７
月
４
日
㈯ 

　
午
後
１
時
30
分
開
演
（
30
分
前

開
場
）

▼
会
場
：
浜
田
広
介
記
念
館
ひ
ろ

す
け
ホ
ー
ル

▼
出
演
者
：
橋
本
ト
オ
ル
・
メ
ロ

メ
・
米
沢
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
伝
国
座
」・
ゴ
ス
ペ
ル
他

▼
入
場
料
：
無
料

問
遠
藤
☎
０
７
０

－

５
３
２
３

－

　
５
１
０
４

第
6
回
お
き
た
ま
語
り

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▼
期
日:

６
月
28
日
㈰
午
後
1
時

　
30
分
～

▼
場
所:

南
陽
市
夕
鶴
の
里

問
川
西
昔
話
の
会
　
小
林
幸
子

☎
42

－

５
７
１
１

運
動
・
生
活
活
動
　

　
　
　
　
～
適
度
に
か
ら
だ
を
動
か
そ
う
～

○
×
ク
イ
ズ

　　

川
西
町
民
で
、
一
番
多
く
運
動
習
慣
を
持
つ
年
代
は
70
歳
代
で
あ
る
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
回
答
は
ペ
ー
ジ
の
最
後
に

　
運
動
習
慣
者
（
※
注
1
）
の
割
合
は
、

男
性
は
町
28.

９
％
、
国
33.

8
％
、

女
性
は
町
25.

6
％
、
国
27.

2
％

と
町
が
国
よ
り
少
な
い
状
況
で
す
。

特
に
男
性
は
50
～
60
歳
代
、
女
性
は

20
～
30
歳
代
で
少
な
く
、
仕
事
・
家

事
・
子
育
て
等
で
時
間
が
と
れ
な
い

こ
と
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

資
料
：
Ｈ
25
国
民
健
康
・
栄
養
調
査

　
　
　
Ｈ
25
年
度
健
康
か
わ
に
し
21
ア
ン
ケ
ー
ト

　　　
適
度
な
運
動
の
継
続
は
、
肥
満
や

生
活
習
慣
病
、
認
知
症
な
ど
の
予
防

に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
快
適

な
睡
眠
を
誘
い
、
心
身
と
も
に
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
な
ど
、
ス
ト
レ
ス

解
消
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

(

※
注
２) 
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健康カレンダー 問町健康福祉課 健康推進グループ
☎４２－６６４０

母子健康手帳交付
〈期　　日〉７月１３日㈪、２７日㈪
〈受付時間〉午前９時～午後４時３０分
〈場　　所〉川西町役場 健康福祉課
〈持 ち 物〉妊娠届出書
※ご都合がつかない場合はご連絡ください。

9・10 か月児健康教室
〈期　　日〉７月１５日㈬
〈受付時間〉午後１時～１時１５分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉平成２６年９月～１０月生まれの乳児
〈持 ち 物〉母子健康手帳、タオル、おむつ

１歳 6 か月児健康診査
〈期　　日〉７月１７日㈮
〈受付時間〉午後１時～１時１５分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉平成２５年１１月～１２月生まれの幼児
〈持 ち 物〉母子健康手帳、タオル、オムツ、
　　　　　 問診票、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。
※対象者へ事前に問診票を郵送します。

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉７月１６日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対象者〉 〈受付時間〉
平成 25 年７月生まれの幼児 13:20 ～ 13:30
平成 26 年５月、平成 2 ５年１月
平成 24 年７月生まれの幼児ほか 13:30 ～ 14:00

妊婦及び夫 13:50 ～ 14:00
〈持 ち 物〉母子健康手帳、タオル、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。
※２歳のお子さんは、うがいや歯みがきの指導があ
りますので１時間程度かかります。

　６月生まれの方へ、
　子育て支援医療証を郵送します
１歳児から小学６年生までの、誕生日が６月２日から
７月１日の方に子育て支援医療証をお送りします。
■新しい医療証の有効期間
平成２７年７月１日～平成２８年６月３０日まで
※小学６年生は平成２８年３月３１日まで
これまでの医療証は、平成２７年６月３０日までご使
用いただけます。医療機関を受診する際は、医療証の
有効期間を確認してからご使用ください。
■郵送時期 ６月中旬ごろ※申請は必要ありません。
■健康保険証に変更がある場合は、届出が必要です
次のものをお持ちのうえ、窓口へお越しください。

（持ち物）お子さんの健康保険証、医療証、印鑑（認印）
※次に該当する方は、申請手続きが必要です
　平成 27 年 2 月 28 日以前に有効期限を迎えてから
更新手続きがお済みでない方は、窓口での申請が必要
です。
■申請に必要なもの
・お子さんの健康保険証、医療証、印鑑（認印）
・平成２６年１月１日に本町に住所がない方は、扶養
者の平成２５年分の所得額と控除額のわかる書類
※現在医療証をお持ちでない方は、下記までお問い合
わせください。
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

献　　血
〈期　　日〉７月１９日㈰

〈 対 象 者 〉 １６～６９歳の健康な方
〈 持 ち 物 〉献血カード
〈 そ の 他 〉 4 0 0 m l の み の 献 血 と な り ま す 。

子宮頸がん検診・乳がん検診
〈期　　日〉７月２日㈭、９日㈭、２４日㈮
〈受付時間〉午後１時～１時２０分
〈場　　所〉南陽検診センター
※詳細は個人通知書をご覧ください。

Ｈｅａｌｔｈ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

献血時間 場　所
　９：３０～１１：３０ フレンドリープラザ

適正受診を心がけましょう
★今月のポイント★
　薬は必要な分だけもらっていますか？ 薬のもら
いすぎに注意し、薬が余っているときは、医師や薬
剤師に相談しましょう。

各種検診（呼吸器・特定健診等）

〈 受 付 時 間 〉 午 前 7 時 3 0 分 ～ 9 時
※詳細は個人通知書をご覧ください。
※特定健診等を受ける方は、保険証が必要です。

期　日 場　所
7 月 21 日㈫、22 日㈬ 犬川地区交流センター
7月 29 日㈬、30 日㈭ 玉庭地区交流センター
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～
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へ
～

地域包括支援センターだより
問町健康福祉課 介護支援グループ内 地

ちいきほうかつしえん
域包括支援センター☎４６－５５１１

いつまでも健やかに住み慣れた地域で生活していけるように、地域包括
支援センターを積極的にご活用ください。

健康情報ひろば

認知症になっても安心して暮らせるまちづくり
やまがた１１０ネットワークのご案内

介護者のつどい
会場：生きがい交流館（美女木）
時間：午前１０時～１１時３０分　
期日：７月２２日（水）
内容：茶話会
料金：無料

問生きがい交流館☎４６－５５１１

西大塚カフェ
会場：ケアセンターとこしえ西大塚
時間：午後１時３０分～３時
期日：６月１８日（木）
内容：茶話会・体操
料金：無料

問ケアセンターとこしえ西大塚☎４２－３５５５

元気な高齢者が活躍できる活動拠点づくりを支援します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～山形県補助事業のご案内～

■目　　的　今後、単身や夫婦のみの世帯の増加に伴う生活支援ニーズの増大が予想されることから、生活支
　　　　　　援の担い手として、元気な高齢者が活躍できる活動拠点づくりを支援することにより、サービス
　　　　　　提供体制の整備を図るとともに、高齢者の社会参加・介護予防を推進します。
■補助金額　所要額（補助上限 200 万円）　
■そ の 他   (1 ) 他の補助事業を受けていないこと (2) 実費程度の徴収は可能　
■運営主体　ＮＰＯ、ボランティア組織、地縁組織など住民主体であること
■運営内容　次の４つ全てに該当するもの　①週３回以上開設　②運営に携わる者の半数程度が高齢者である
　　　　　　③活動内容が介護保険法に規定する介護保険サービスに該当しない
　　　　　　④空き家・空き店舗・秋校舎等の既存施設を活用
■活動内容　

■募集締切　平成２７年７月１５日㈬　

認知症の方を介護する家族支援
「介護者のつどい」＆「西大塚カフェ」のご案内

[ 必須機能（次のすべてに該当）]
○高齢者の居場所（交流、趣味的活動、介護予防等）
○地域の高齢者等に対する生活支援（配食、清掃等）
○地域の高齢者等に対する見守り

[ 付加機能 ]
○子どもの居場所（交流、学習等）
○障害者の居場所（交流、就労等）

[ その他の機能 ]
地域ニーズに
応じた機能＋ ＋

申込先　町健康福祉課 介護支援グループ内 地
ちいきほうかつしえん
域包括支援センター☎４６－５５１１

　5 月 1 日から、山形県警察署は、電子メールで各種情報の配信を行う「やまがた１１０ネットワーク」
の運用を開始いたしました。これは認知症行方不明者の捜索情報の配信も可能であり早期発見に大きな
効果が期待されます。認知症高齢者の見守り体制の強化の視点から一人でも多くの方にご登録いただけ
ますようご案内いたします

◆登録用メールアドレス・ＱＲコード
【yp1@ox03.asp.cuenote.jp】
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フレンドリー
プラザ

開館時間
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 20：00 
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 18：00 
■は休館日

町立図書館・遅筆堂文庫 こどもの本

おとなの本
『頂点への道』　
　　　　錦織　圭／秋山英宏著　　文藝春秋刊

●７月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

『マグロの大研究』　河野　博 監修  PHP 研修所

　お父さんのお土産のジュニアラケット
から始まり、「夢は世界チャンピオンにな
ることです」と卒業文集に記すまでに！
2009 年チャンコーチとの出会い、怪我
の克服…等など。ランキング 898 位から
再スタート後を綴った公式本。ブログに
観戦記を加えての書籍化です。

　和食が無形文化遺産に登録されて世界
中で食べられようになりました。そんな
中、おさしみやおすしに欠かせないマグ
ロの消費が大きくなり、近い将来マグロ
が食べられないのではと言われています。
マグロを取り巻く問題に応え、正しい知
識をもってほしいとつくられた一冊です。

●遅筆堂文庫読書会
７月１２日 ㈰　14：00 ～　参加費無料

●７月のおはなし会
７月１１日 ㈯ 11：00 ～ 11：30  おはなしのへや
おはなし会きらきらさんの紙芝居と読み聞かせ

■プラザ映画劇場
　「超高速！参勤交代」

７
４ ㊏

【日　時】7 月 4 日㈯
　　　　 1 回目：午後２時～　２回目：午後５時～

【場　所】フレンドリープラザ・ホール
【料　金】一般：１，０００円（当日１，２００円）
　　　　 川西町芸術文化協会会員９００円
　　　　 PLA's 会員９００円
　　　　 大学生以下８００円（当日１，０００円）

【日　時】　6 月 21 日㈰　午前 10 時～午後 3 時
【場　所】フレンドリープラザ
　　　　（ロビー・ホール・野外）

■ Book!Book!Okitama2015
「読書と昼寝の日曜日」

　ダンボール１箱分ほどの
古本を持ち寄り、１日本屋
さんをする「１箱古本市」、
紙もの雑貨、ワークショッ
プ、１DAYCAFE、チェコ
アニメ上映会など、盛りだ
くさん！ 
　本とひととの出会いをお
楽しみください。 

６
２１㊐

●今月の本だな
詩人茨木のり子を描いた芝居「蜜柑とユウウツ」の
上演（6/30）に併せ、多くの詩人の詩集を紹介して
います。

■ こまつ座第１１１回公演
　『國語元年』

１０
１０ ㊏

【前売開始】７月１１日㈯
【日　　時】１０月１０日㈯午後２時～
【料　　金】一般　　　　  ６，３００円
　　　　　 PLA's 会員　　６，０００円
　　　　　 青少年育成席  １，０００円

■ グループる・ばる vol.22
　蜜柑とユウウツ - 茨木のり子異聞 -

６
３０ ㊋

【開　演】午後 7 時開演　　　※全席指定
【料　金】一般 4,500 円　会員 4,000 円　
　　　　青少年育成席（２５歳未満）1,000 円

　『倚りかからず』『自分の感受性くらい』など多くの
清冽な詩で知られ、「現代詩の長女」と呼ばれた茨木
のり子。 20 歳で迎えた
終戦。夫との運命の出会
い。夫を喪ってからの
30 年の歳月・・・。 
　日々を丁寧に紡ぎなが
ら、独りの暮らしをにぎ
やかに過ごした彼女。
　今、山形の地に眠る彼
女が遺した一冊の詩集を
巡る物語。 
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…５月分届出…

　　　　９人

　　　　  　１７人

080—6008—8330
080—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

６月の町税等 川西町の人口

６・７月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先
健 康 相 談
（こころ・ひきこもりの健康相談）

７月１３日㈪・２７日㈪
午前９時～午後４時 30分 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０
弁護士
消費生活相談

７月８日㈬
午後２時～４時

町役場会議室
（電算室）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

行政相談 ７月１５日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１6

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

無料法律相談 毎週月曜日
午前９時～午後５時

山形県高齢者総合
相談センター

山形県高齢者総合相談センター
☎０２３－６２２－６５１１

７月

16,262 人（－ 24）
男　　　7,959 人（－ 15）
女　　　8,303 人（－ 9）
世帯数　5,176 世帯 ( ± 0)

※５月末日現在の住民基本台帳人口

氏名 年齢 大字
遠藤　　清 ７２ 上小松
菅井　義松 ８４ 西大塚
平光　愛子 ８７ 上小松
金子　正八 ８２ 下小松
田 中 　 滿 ８５ 上小松
伊藤　髙次 ９１ 吉　田
新野　ナツ ８９ 玉　庭
齋藤　　武 ６５ 小　松
山口　昭子 ８８ 大　塚
神保たきゑ ９９ 堀　金
金子うめよ ８６ 上奥田
長谷部淺和 ６７ 中小松
菅野　はる ８４ 上小松
小形　健藏 ８６ 尾長島
佐藤きよ子 ９１ 上小松
神尾　とし ９１ 朴　沢
竹田　昌子 ８６ 下小松

◆登録用メールアドレス・ＱＲコード
【bosai-touroku
@town.kawanishi.yamagata.jp】

◆登録解除用メールアドレス・ＱＲコード
【bosai-taikai
@town.kawanishi .yamagata.jp】

災害情報を配信する「登録制メール」をご活用ください

　　　　５組
新郎　　　　　　　新婦 大字

髙橋　正倫 ♥ 遠藤　　香 時　田
嶋貫　　諭 ♥ 深瀬　麻美 上小松
阪野　保憲 ♥ 見川真樹子 時　田
髙橋　俊之 ♥ 木村　美香 上小松
横山　喜史 ♥ 猪狩　千洋 上小松

●町・県民税
●上下水道使用料（５月使用分）

口座振替日　６月２９日㊊
納付期限　　６月３０日㊋

期　　間 当番店（社） 電話番号

６月１５日～２１日 ㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
鹿間工務店 ☎４２－３９８７

６月２２日～２８日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

６月２９日～7月５日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

７月６日～１２日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業㈱ ☎４２－４１１１

７月１３日～１９日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
鹿間工務店 ☎４２－３９８７

※「よろこび かなしみ」の掲載につ
いては、掲載希望をいただいた方の
み掲載をいたしております。

氏名 性別 保護者 大字

片倉　琉
る あ
吾 男 拓 ・ 晴香 上小松

沼沢　真
ま き
希 女 広志・ 寛子 上小松

鈴木　凜
りいさ
咲 女 和也・ 萌子 下小松

菅野　　愛
あい
女 武 ・まどか 時　田

島貫和
わ か な
佳菜 女 光司・江利子 吉　田

奥村　花
は な
愛 女 大輝・ 柚果 高豆　

鈴木　恵
え ま
麻 女 裕明・ 陽子 大　塚

島貫　希
け い
唯 男 渚 ・金鍾勳 上小松

鷲尾ひなた 女 貴広・ 祥 下小松

蒄攴
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しゃきしゃきスープ

✿ 材料　＜４人分＞
○おかひじき　４０ｇ　　
○カットわかめ　２g　　
○ねぎ　１２g
○だし汁　６００ml　　
○塩　小さじ１/ ２　　
○しょうゆ　小さじ１・１/ ４

✿ 作り方
①おかひじきは歯ごたえが残る程度に茹で、
　２cm に切る。
②カットわかめを戻し、水気を切る。
③ねぎは輪切りにする。
④だし汁に塩としょうゆをいれ、わかめと
　ねぎを入れ、最後におかひじきを入れる。

この分量で、
一人当たり

塩分１ｇ
です。

食育
推進

　今年から食事摂取基準が変わり、一日に
必要とされる塩分摂取量も変わりました。目
標値が、男性は８g未満・女性は７g未満に
なり、以前よりもさらに少なくなりました。
　最新の国民健康栄養調査の結果では男性
は１１．１g、女性は９．４gと日本人の塩
分摂取量は多めのようです。
　夏になると汗をかくために、塩分を多く摂
る人が見られますが、食事からも多めの塩分
を摂取していますので、水分をきちんと摂り、
急激な脱水の場合を除いては、夏場も塩分
の摂りすぎには注意が必要です。

ちょこちょこへらしてしっかり減塩！

まずは１g減らそう！
・おひたしのしょうゆスプーン１杯

・弁当の袋ソース１０g
・たくあん漬け２枚

男性８g・女性７gって？
～塩分摂取量が変わりました～

Interviewer

子どもたちに、少しでも農業に
興味を持ってもらえたら

　地域に根付き、技術や味を継承し世に繋いできた
「後継者」たち。
　本シリーズでは、これからの町の明

みらい
日を担う若者、

「後継者」を紹介します。今年度は農業者をご紹介
していきます。

牛
う し や

谷　紀
のりあき

晶 さん（大塚）

　牛谷家は、水稲（はえぬき、
つや姫、コシヒカリ）　大豆の他
にさくらんぼ、ラフランス、りんご、もも等の果樹を
栽培しています。取材に行った日は、さくらんぼの着
色をよくするために摘葉作業を行っていました。

▼これまでの経緯：紀晶さんは、短大を卒業した後、
民間企業で働いていましたが、１０年前に結婚し、専
業農家の牛谷家の婿となったことをきっかけに、自分
も専業農家となることを決意しました。

▼農業の魅力：牛谷さんは、果樹の直接販売をメイン
にしていることもあり、毎年芽を出し花を咲かせ、そ
れが果実となってお客様のもとに届き、自分の商に対
する反応が直接聞けることがやりがいだといいます。
　いいものをお届けできればリピーターとなっていた
だけるし、もし悪いものであればそうはいかないシビ
アな職業だからこそやりがいがあるそうです。

▼今後について：なかなか若い専業農家が増えず、先
輩方がどんどん離農していくため、今の農政と現状と
のギャップに不安があるそうですが、それでも、自分
の子どもが大きくなった時に「農業は儲かる仕事だよ」
と自信を持って言えるように、プロとしての意識を持
って取り組みたいと強く言っていました。

▼また、紀晶さんは
ＪＡ山形おきたま川
西地区青年部委員長
を務めています。
　青年部の主な活動
は、各地区の小学生
をメインとした「食
農教育」です。食農教育とは、種をまき、作物を育て
て、収穫して大切に食べる。単に地元の農作物を食べ
るだけでなく、子どもたちに育てることから農業を知
ってもらい、感謝の心を学んでもらう取り組みです。
　この取り組みを通して、子どもたちに少しでも農業
に興味を持ってほしいと話していた牛谷さん。今後の
展望について伺うと「さらにマーケティングに力を入
れ、消費者ニーズを取り入れ、より売れるものを作っ
ていきたい。」と力強く話してくださいました。

◆ シ リ ー ズ ２  ～ 農 業 編 ～
明日へのバトン
みらい


